施設、設備及び備品等の状況に関する調査表の作成に関する注意等
１．調査の目的

　　施設の現状を踏まえ、施設・設備の修繕等や設備・備品の更新等を効果的かつ効率的に実施することにより、利用者の安全確保やサービスの低下を防止し、併せて指定管理者の管理運営に重大な支障が発生することを防止するために実施します。
２．調査の対象
　　指定管理施設における建物、設備、備品、敷地内の構造物、立木など、指定管理者が管理を行っているすべての市の財産等を対象とします。
３．留意事項
　　指定管理者は、協定書に基づいて、管理下にあるすべてのものを適切に監視し必要な措置を講ずる責任があることから、適切に現状把握を行って、市への報告をお願いします。協定書及び管理業務仕様書の内容を再度確認しながら作業を行ってください。
４．記入内容について
①「施設名」欄は、施設が複数ある場合、施設ごとの作成・提出をしてください。
②「施設等分類」欄は、「施設」「設備」「備品」「その他」等の区分を記載してください。
③「名称」欄は、「施設」「設備」「備品」等の名称等を特定できるよう明瞭に記載してください。
④「現在の状況及びその原因、対応方法　など」欄は、その状況等を簡潔かつ明瞭に記載してください。
⑤「対応区分」欄は、「改修」「修繕」「交換」「更新」など、簡潔かつ明瞭に記載してください。
⑥「所要額」欄は、左側に記載した内容で、見積書など徴取した結果の金額を記載してください。
⑦「優先順位」欄は、優先度の高い順に１から番号を付けてください。
⑧「見積書」欄は、見積書の写しを添付し、「有り」と記載してください。
⑨「写真」欄は、現在の状況の写真もしくは写真の写しを添付し「有り」と記載してください。
※協定書の基準額以下で、指定管理者が実施すべきものであっても、できるだけ記載してください。

※本表に記載がないものは、急を要する場合で基準額以上であっても、市は対応が困難となる場合があります。

※記載にあたって不明な点は必ず事前にお問い合わせください。
